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吉村先生をしのんで

稲 垣 武

吉村先生につい C.実lt教室での思い出というものは，学生ゼミから大学院までず

っと先生の顔を見てすごして来たのですが，全然ございません。先生について→番頭に

うかぶのは. 1つには非常にロマンテイザクで感傷家である先生と，それから非常にテ

νヤでプγとふく札たところ，それから非常に道徳軍めいたことをおっしゃる先生と，

相官の席で聞きますと和頃は道楽壱なさったそうで，そうし、うものがλ閉まじってい

て，非常に先生というのはつかみどとろがないという感じです。
¥ 

散歩でもいこうかとおっしゃいますと，そこが先牛のロマンスと関係があ呂土いうと

とで，結局僕は先生のさしみのつまにされていた Iそういうことの非常に多い先生で

Lた。ゼミ歌の「赤トシボ」についても，それは先生のロマ Yスと関係があるそうです。

はっきりとはおっしゃいませんが，私たちに歌わせるのです。それから非常に野次馬根

性の多い先生でありまして，火事とか地震とかし、。たちーぺんに外へとびだLてし、かれ

るのです。台風なんかの場合には，話壱閣いたのですが，大阪の環状線にわざわざ乗っ

て被害状況を見てこられたそうです。テレピをよく見ておられますが，その番組と申し

ますと，西部劇かやくざ物です。またたび物が好きで次郎長外伝とか大前田英五郎とか

吉良の仁吉とか僕ちの知らないような名前をいヮぱし、知っておられ，徳川家康とか木下
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藤吉郎とかを良く見ておられたわけです。また野球は，大阪にいらっしゃいましたころ，

よく行っておられましたが，たいてし、外野席でした。お金の関係もあったのだろうと思

います。近鉄ファンで，いつも敗けて， rあいつはアカ yァヵ，，-Jと言コておられまし
た。

そういう感じの先生でした。最近も，去年の秋のことだったと思いますが，同好会の

講演がありましてJ，最近の不況巳ついで」とかし、う講演をやっておられた時に 先生

の講義は，そういっては矢礼な0ですが，あまり上手ではありません。経済変動論でも，

ここに集まられたほど事〈の掌生が聞いて講義をなさったことはないわけです。そうい

う意味ではし、ま得意満面ではないかと思し、ます一一，その時のことなのですが，僕が聞

いていてハラハヲした己とがありました。というのは，非常に考えながらしゃべってお

られるのですが，時間はどんどんすぎていくのです。ところがさっぱり現在の不況のと

ころまで行かないわけです。まだ50年代のととろなのです。との調子だと 1日かからな

いと60年が来ないという感じで，僕はあんまりハラハラして出て行きました。そういう

ことが非常に多い先生でした。そういうわけですから僕らの感じでは，と〈に第ー印象

では先生というのは，失敗談とか， しくじりの非常に多い人だったということです。そ

ういうことがありますので，さきほど申LまLたように，さっぱりつかみようのない先

生だとし、うことに落ちつくのです。

本来ならば.ゼミの優秀な先輩方がし、らっしゃいますので，ここで別の方がおしゃべ

わになった方がよいと思ったのですが，とにかく，僕がここでしゃべらせていただくこ

とになったので，ゅうベ一晩ほとんど寝ずに先生の好きなハイライトをー箱吸って考え

ました。ところがどうしても要領を得ません。われわれの経験からいって，大学院ゼミ

の指導ですが一一おそらくそれは，学生の人がおしゃべりになるとわかると思うのです

が ，大学院ゼミの研究指導でも全然おやりになりませんでした。僕らはそれをい

いことにしてなま吋放題どったわけです。いうならば甘えぱなしだったわけです。それ

で1昔、ごとき不肖の弟子は先生の論立を最後主できっち、りと読んだことがなし、。始めの方

壱ちょっと読んで，最後の方を見て，先生はこんなこと壱やっておられるのかと思って

いたのです。ところがそれにもかかわらず，なくならなれて見ると，なにか非常に悲し

いのです。ちょうど先生がなくなられたころの京都の底冷えのようなものが， ぐうっと

下腹にくるのです。それは，お通夜もすLで，せいぜい 1週間もすればなおるだろうと

居、っていたのですが，いまでもやっぱり下腹からぐうっとくるよう在感じで悲しいので

す。

このようなわけで，実際先生の人柄についてはわからないのではないかと思います。

もし先生の人柄について総合判断ができるとしますならば，それはおそらく，僕が将来
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死ぬような時にやっと r先生のいうことがわかった」ということになるだろうと今か
ら思っています。すくなくともそういう意味では，おそらくあとlC年くらいたたないと

先生のお気持だとか人柄だとかを総合判断できないと思います。

とにか<，いまの段階での結論を出しておかないといけないということですから，先

生にわるいのですが，批評させていただきますと，先生は非常にたちの悪し、，根性の悪

い，ほんとうに根性の悪し刊、たずらばかり一生かかってやってきた方だ，一生そういう

ことをやってきて，僕らも周囲の人も古めて，要するに人をおもよくりまわしてこられ

た，ぞしておちょくりながιぞの人の人柄Eいうか，ぁzいはぞの人の人んなり Pいう
そういったもの壱，ずっと最後の最後まで，いうならば息が切れて われわれは人口

呼吸壱いたしましたが ，瞳孔があいてしまったその段階までも，きっと試してこら

れたと思うので九こういう風に考えまオと，結論は，おのずからここから出て来ると

思うのです。それは先立の言葉で言わせてもらうならばおそらくこうなると思うのです。

言葉はすこし荒くなるのですが. rおまえら一生ばかE直に誠実に生きるこっちゃ。名
誉欲や変な色気なんか出したらあかんぞj と。おそらく先生が言いたかったことは，そ

ういうことだったと思います。

いま思い出してみますと，この点について，私も先生から言われたことがあるのです。

こんなことはめずらしいのですが，そのときの情況を思い出しますと，眼がねごしに細

い目を余計細くして，僕の顔をじろっと見て「稲垣，おまえ，どない思とるんや」と言

われて，居すくめるような目でぎゅうと僕の限をにらまれたのです。僕はおどおどして，

「はあ，僕は年中，左前-1'、たり右向いたりし口、すねん」と，乙ういいました。そう，
o c. 先生はえら〈気嫌が変って，大声で「ょっ~~.それでええのや」左言われ，大

きくうなづかれました。僕としてはもうそれだけで，もって銘すベしだと思っています。

ありカまとうござし、ました。




